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研究成果の概要（和文）：本研究は理科教育転換期である明治中期における教育実態を児童・生徒の授業筆記か
ら明らかにし、得られた知見を現代へ活かすことを目的としたものである。
主に次の点を明らかにすることができた。
(1) 埼玉、新潟で『小学校生徒用物理書』の使用実績があったことや簡易実験を実施していたと思われる記述が
あった。さらに、教師の力量による高水準な教育内容であった。 (2) 理科と地理にまたがっていた地学分野の
教授内容は、地球表面の自然現象を科学的な視点でとらえ、原理が多く含まれるように変化していた。(3) 師範
学校においては、当時の最新の科学研究の成果が教育内容に反映されていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify science education realities in the 
middle of the Meiji era based on notebooks written by the students. 
The investigataion has revealed the following points. (1) Evidence mounted that famous textbooks “
Shogakko Seito-you Butsuri Sho” was widle used in Saitama and Niigata. Moreover, there were 
descriptions in the students’ notebooks that seemed to be performing simple experiments. (2) The 
lessons contained in the field of geography that straddled science and geography caught the natural 
phenomenon of the earth's surface from a scientific point of view, and changed so that many 
principles were included. (3) At the Normal School, the results of the latest scientific research at
 the time were reflected in the content of the education.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 
2007 年に新潟県で明治 20 年代に高等小学
校に通っていた児童の授業筆記が発見された
こと①を契機に、申請者らは各地の古文書館を
調査し、従来の説とは異なって、日本各地で
物理・化学などの個別科目での理科教育が明
治 27 年ごろまで継続していたという実態を
解明してきた②。これは、初等中等教育におい
て、小学校令が制定された明治 19 年頃が理科
教育の転換時期だという通説③を覆す大変重
要な発見である。それ以前は、科学の普遍的
な原理・原則や自然観を教授することを主眼
とした物理・化学などの専門教育が行われて
いたが、科目「理科」の成立と共に身近な自
然の事物や現象の理解や自然を愛する心を育
てることなどを軸とした教育方針へと、科目
の名称だけではなく質的に転換したと考えら
れているからである。明治 20 年代の理科教育
がどのように質的に変換していったのかとい
う教育実態を研究することは、江戸時代後期
から明治初頭にかけての海外の科学哲学が反
映された翻訳教科書での理科教育から、日本
固有の自然観を取り入れ、日本固有の理科教
育が創造され、豊穣されていった過程をたど
ることでもある。 
 現代の理科教育においては、PISA などの学
力調査において世界水準の科学教育の指標が
示されており、日本の児童は自分の言葉で現
象を説明できない、科学の有用性が認識され
ていない、などの課題が明らかになっている。
東日本大震災においても、自然災害や原子力
発電所の事故をきっかけに、科学リテラシー
の必要性が高まっている今、明治中期に「日
本人による日本人のための理科教育」が創造
されていった過程を原点として、日本の風土
にあった理科教育のあり方を再考することに
より、現代の日本における世界水準の理科教
育とは何かについて言及できるであろう。そ
して得られた知見から、現代の理科教育にお
いてどのように現代の児童の実態に則した科
学概念形成を構築していくのか検討してゆき
たい。 
授業筆記は、実際に行われた授業の内容を
反映している貴重な一次資料である。全国各
地に埋没している筆記資料を収集し、解析か
ら得られた日本型の教授法の知見を手がかり
に、どのように現代の児童・生徒の理科教育
へ還元していくかが次の課題となる。 
 
２．研究の目的 
 申請者が入手している明治中期の高等小
学校の児童の授業筆記は新潟、静岡、埼玉、
など 1府 9県にわたる。そのうち、年代と児
童が通っていた学校がはっきりしているも
のは新潟、静岡に多い 
(1) 新潟と静岡は開港した港を有し、英語学
校をはじめとして教育に力を入れていたと
いう特徴がある。そのため、先行研究で明ら
かにした、明治 27 年ごろまで原理・原則を
重視し、教師が内容を吟味しながら複数の教

科書を参考に授業を行っていたという事実
は、新潟特有であった可能性もあり、全国的
な傾向だとは言い切れない部分がある。そこ
で、日本各地の古文書館などで保有している
明治 20 年代の児童の理科筆記を入手し、日
本全国の動向を明らかしていく必要がある。 
 
(2) 理科筆記の分析に関しては、物理分野
において、当時の教科書である『物理階梯』
や『小学校生徒用物理書』などを手がかりに、
教師がどのような教科書を参考にして授業
を行っていたのか、どのような実験が行われ
ていたのか、児童がどの程度理解していたの
かを明らかにする。その際に、科学の原理・
原則を重視した翻訳教科書と、日常生活に役
立つ実用的な内容がうまく取り入れられた
日本型教科書がどのように使用されていた
のかを中心に分析する。これは、新潟の高等
小学校児童であった遠藤俊吉氏（明治 23 年
頃）の授業筆記では、翻訳教科書の内容が多
くを占めているのに対し、永井玄真氏（明治
25～26 年頃）の授業筆記では、単元ごとに用
いられている教科書が異なり、翻訳教科書と
日本型教科書が少なくとも5種類を参考に教
授されているようすが見て取れるからであ
る。このような傾向が、年代の違いによる移
り変わりなのか、それとも新潟独自の傾向な
のか、内容の分析から当時の教師がどのよう
な科学観で児童に教えようとしていたのか、
全国的な傾向として明らかにする。 
 
(3) これらの教授内容の変遷は、児童の科
学概念形成に関する実態から、日本の風土と
教育実態に即した内容へと移り変わってき
たものだと思われる。児童がどのようなとこ
ろに科学概念形成が困難であるかを明らか
にし、現代の理科教育での児童の科学概念形
成を促すような教授法や教材を再構築する。 
 
３．研究の方法 
(1) 日本全国の動向を網羅するためには、他
の都道府県に残存する筆記類を古文書館だ
けではなく、教育センターなどに埋もれてい
る資料なども調査し、発掘する。これらは、
古文書館のデータベース化が進んでいない
ことや、資料の保有場所が古文書館だけでは
なく教育センターや県庁などに分散してい
ることなどから、実際の古文書館に行き、司
書などの方からの筆記入手の方法や経緯な
どの聞き取り調査を行いながら、各都道府県
の筆記資料や教育史資料を入手する。 
 
(2) 得られた資料と、既に入手している 1府
9 県の高等小学校児童の明治 20 年代の筆記、
答案および教科書を基に、当時の法令や使用
されていたと考えられている教科書の内容
と比較・分析を行うことで、当時の教育観、
教材観、カリキュラム構成を明確化にする。 
 
(3) これらの結果から普遍的な結果や今日



的な意義を究明し、現在の理科教育のカリキ
ュラム構成や実験を再検討し、児童・生徒の
科学概念形成に効果的だと考えられる教材
や教授法を開発する。 
 
４．研究成果 
(1) 筆記の収集 
 筆記類の調査は、新潟大学名誉教授の小林
昭三氏との共同研究も別途行っており、九州
を除いたほぼすべての都道府県において調
査を行うことができた。 
 資料数が多いため、未整理のデータも多い
のだが、平成 25 年度までに収集した文献の
うち，明治 20 年代の文献数は 98 であり，明
らかに高等小学校在籍時に記されたと特定
できたものが 24 であった．本研究開始後に
新たに入手した 13 の筆記のうち、題目が理
科ではなかったものは，埼玉県の理学筆記と
群馬県の生理学であった．  
 
(2)① 明治 22年の埼玉県騎西高等小学校児
童の理学筆記の分析のより、簡易実験を含む
当時の理科教育の実態を解明した。この筆記
の記述内容は、当時の最も優れた教科書の 1
つと評されている後藤牧太らの『小学校生徒
用物理書』と重複している部分が多くあった．
『小学校生徒用物理書』の使用実績について
は現在まで明らかになっていない部分も多
いが、この埼玉県の筆記に記されていた内容
は同書とかなりの部分が一致しており，少な
くとも明治 22 年に埼玉県で同書が用いられ
ていたことを初めて明らかにした． 
 『小学校生徒用物理書』を記した後藤牧太
は，同時期に簡易実験を日本に広めたことで
も知られている．同書にも簡易実験が多く記
されているおり，筆記の記述内容や図を比較
することで，実際に簡易実験が行われていた
かどうかを検討した．筆記には図は 100 余り
記されており，明らかに同書とは異なるもの
も多くあった．同じような実験であっても，
用いている実験器具が異なっていたり，内容
が分かりやすくなるように工夫されている
ものがあった．これらの研究結果より，当時
の教師は児童に科学概念形成を促すように
創意工夫しながら簡易実験を通して教えて
いたのではないかと考えられる． 
 
② 入手できた地学に関する明治期の高等
小学校児童の筆記の解析を基に、昭和
23(1948)年にようやく成立した地学という
科目が成立するに至った経緯に関する説を
導き出した。物理、化学、生物という科目は、
日本において近代教育が始まった明治
5(1872)年に成立している。地学分野の教育
内容は、当時は理科と地学にまたがって扱わ
れて、当時の教育内容の変遷を児童の筆記の
記載内容をたどることで、教育実態の側面か
ら地学の教育観に迫ることを目的とした。 
 分析した筆記は、「金石」、「鉱物」、「地理」
という科目名が付されているものが主であ

るが、「理科」と記されているものも対象と
し、法令や教科書と比較した。その結果、教
育に内容が法令によって削減された時期は
物理、化学、生物と比べて遅く、国民学校時
代であったことが明らかになった。さらに、
地理で扱われていた自然現象の原理の説明
が、時代を経るにしたがって増加してきたこ
とや、理科の他の分野間でつながりをもって
教えられていたことも判明した。これらのこ
とから、学問の発展とともに地学分野の自然
現象の原理の解明が進み、その結果として児
童に対する教育内容の変容し、地学は地球の
表面の自然現象を科学的な視点でとらえる
学問として昭和 23 年に成立したという可能
性についての示唆を得た。 
 
③ 明治 20 年代の師範学校生徒の筆記の解
析から、高等小学校において高水準の科学教
育がなされていた背景についての手掛かり
を得た。 
理科教育史の中ですでに明らかになって
いるように、明治 10 年代には日本型の科学
教育が形作られ、簡易実験を記した教科書が
執筆されている。先行研究および研究成果
(2)①で述べたように、科目「理科」が成立
し、内容の削減および質的に転換したあとも、
教師が裁量を持って複数の教科書を参考に
した高水準な科学教育がなされていたり、原
理が分かりやすくなるように創意工夫した
簡易実験がなされていたことを明らかにす
ることができた。発見された筆記のうち、本
研究の目的に沿ったものはそれほど多くな
いため、日本全国の動向としてとらえられた
とは言えないが、少なくとも開港した港を持
っていた地域や特別な事情があった地域に
限定されるわけではないことが分かった。 
そこで、本研究では、このような力量のあ
る教員を養成していた師範学校での教育実
態に着目した。筆記は、明治 20 年から 24 年
にかけて新潟県尋常師範学校に在籍してい
た倉茂吾八氏のものを分析対象とした。倉茂
氏は、卒業後は新潟県の教育に貢献し、後年
には師範学校で教鞭をとっていたこともわ
かっている。新潟県立文書館に筆記や資料が
多数残されていた。 
小林昭三氏の研究から、倉茂氏が教育実習
を行った際に記したと考えられる「教案」は、
『小学校生徒用物理書』が用いられているこ
とが明らかになっている。本研究では、物理
に関する筆記の内容を詳細に検討し、複数の
舶来教科書を参考に授業がなされていたこ
と、当時の最新の科学研究の成果や時事につ
いても取り入れられていたことが明らかに
なった。 
 
(3) これまで述べたように、日本各地に眠
る明治中期の理科筆記を収集し、当時の教育
内容を分析することで、教科書や法令の記録
だけからではみえてこなかった当時の理科
教育の特色について解明することができた。



さらに、科学教育が創成されていく過程にお
いて、それぞれの学校現場において高水準で
創意工夫に富んだ教育がなされていたとい
う解明結果から知見を得て、現在の理科教育
の教授法や教材開発に活かすことについて
は、力学分野について検討を行った。特に、
力の表現方法について着目し、その表現の難
しさは明治 30 年代にはすでに出現し、現在
まで引き続いていることを明らかにし、改善
に向けての手掛かりを得ることができた。一
方で、得られた知見を基に現代の児童の科学
概念形成を促すような教授法や教材を開発
することは、研究成果として挙げる段階まで
達することはできなかった。 
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